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地域資源を活用した観光地魅力創造事業への協力
― 置賜ローカルフーズ・コンシェルジュ（OLFC）―

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江　口　智　美

　　実施期間：平成27年10月～継続中（本報告はH 27年度事業のみ報告）
　　担当教員：江口智美
　　連携機関：山形おきたま観光協議会
　　　　　　　㈱ JR 東日本企画、㈱エイエイピー、㈱彩食絢美、ムードセンターまつむら

１．目的と事業概要
（１）目的と協力の経緯
　観光庁が募集を行った「平成27年度地域資源を活用した観光地魅力創造事業」に、山形
おきたま観光協議会が申請し選定された。『あったかい人々と「うめえもの」との出逢い
～ 6 次産業と連携した観光誘客～』をテーマ・コンセプトに、活動的で旅行や食に対する
意欲が旺盛な20～50代の女性グループをターゲットとした置賜地区の観光振興推進を目的
とした。事業実施にあたり、食に関わりの深い本学学生の若者らしい感性による新しい地
域コンテンツの発掘を行いたいとの依頼があり、有志学生が協力することになった。

（２）事業概要

図１.　事業概要
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　本事業は、観光庁の支援が終了した平成28年度現在も継続中であるが、本報告では、平
成27年度の活動について報告する。平成27年度の事業概要を図 1 に示す。置賜地区食文化
の取材チームを結成し、地域の生産地、食品加工企業、飲食店等を訪ね、さらなる魅力アッ
プ、話題発信の可能性について、若者らしい視点で考察を行った。フィールドワーク、ワー
クショップにより、地域の食コンテンツの魅力アップ案をまとめ、メディアや食品製造・
販売事業者誘致による成果発表会で提案した。成果発表会は、平成28年度以降の商品開
発にむけて、有意義な話題創出の機会となった。

２．平成 27 年度の活動メンバーと事業スケジュール
　表 1 のメンバー、表 2 のスケジュールで、平成27年度の活動を行った。

表１.　平成 27年度のOLFC活動メンバー

所　　属 名　　前

山形県立
米沢栄養大学

1年生（H27 入学生） 倉持ゆう子、佐藤美紀子、菅原　　桃

2年生（H26 入学生）
阿部　智咲、五十嵐菜那、伊藤　沙綾、尾形　綾香、
小田原桃子、長山　友美、藤本　亜紀、堀　なつき

教　員 江口　智美

山形おきたま観光協議会 豊嶋　克彦、鹿野　賢哉、鈴木　一郎、鈴木あけみ

㈱ JR東日本企画 櫻井　　修

㈱エイエイピー 佐藤　和彦、下山　　恒

㈱彩食絢美 手島麻記子

ムードセンターまつむら 松村　　洋

表２.　平成 27 年度の事業スケジュール

日　程 内　容

10 月 27 日（火） 初回打合せ（チーム名・ロゴマークの決定）

11 月

2 日（月） 結成発表会

～　　 第 1回フィールドワーク（各自）

15 日（日） 試食検討会

23 日（月） 第 2回フィールドワーク（合同）

12 月
6 日（日） 第 3回フィールドワーク（合同）、ワークショップ

～　　 ＳＮＳ情報発信、成果発表会準備（プレゼンテーション資料作成）

1月 18 日（月） 成果発表会に向けての打合せ

～　　 成果発表会準備（プレゼンテーション資料修正、試食レシピ作成）

2月 23 日（火） 成果発表会

29 日（月） ラジオ出演
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３．活動内容
（１）チーム名「置賜ローカルフーズ・コンシェルジュ（OLFC）」とロゴマークの決定
　平成27年10月27日（火）、米沢栄養大学Ｄ 305 教室にて初回打合せを行った。メンバー
顔合せ、活動方針・スケジュールの確認、チーム名とロゴマークの決定を行った。

　チーム名は当初「うめえもん探し隊（仮称）」であったが、学生
らの発案した「ローカルフード発見プロジェクト」に、手島氏、櫻
井氏、下山氏らの助言が加わり、「置賜ローカルフーズ・コンシェ
ルジュ（略称：OLFC）」に決定した。ひとりひとりが、置賜を訪れ
る人たちを食でおもてなしするコンシェルジュになるようなつもり
で、置賜の食の魅力アップに取り組む、との思いを込めたチーム名
となった。
　チーム名の決定をもとに、置賜食材である米沢 A（Apple）、B　

　　　　　　　　　　（Beef）、C（Carp）を盛り込んだロゴマーク（図 2）を学生らが考
案した。

（２）結成発表会
　平成27年11月 2 日（月）、米沢栄養大学 D302 教室にて結成発表会を行った（図 3）。

図 2. ロゴマーク

図３．結成発表会の新聞記事
　上：平成 27 年 11 月４日（水）
　　　米澤新聞
　下：平成 27 年 11 月３日（火）
　　　山形新聞
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（３）フィールドワーク及びワークショップ
　既存の地域産品を若者らしい視点でブラッシュアップ・魅力化し、平成28年度事業で商
品開発（リニューアル）・テスト販売などにつなげるため、飲食店や食品加工・製造会社
を中心にフィールドワークを行った。フィールドワーク後の試食検討会とワークショップ
では、商品の魅力化（ネーミング・ビジュアル・パッケージ・販売チャネル・話題創出法
など）等についてディスカッションし、観光客の目線に立った置賜ならではの食について
検討した。
①　第 1 回フィールドワーク（各自）
　平成27年11月 3 日（火）～14日（土）の期間中、第 1 回フィールドワークを行った。メ
ンバー各自が可能なタイミングで置賜エリア内の飲食店や土産店などを訪れ、置賜の食材
や食産品（伝統野菜、郷土食、飲食物、土産物）をピックアップした。置賜 3 市 5 町の全
エリアを網羅できるように、担当エリアはあらかじめ分担した。学生各自の自由な感性で、
興味を持ったものや、他のメンバーに紹介したいものをピックアップした。

図４．試食検討会の新聞記事
（平成 27 年 11 月 19 日（木）米澤新聞）

② 試食検討会
　平成27年11月15日（日）、米沢栄養大学実習
食堂にて試食検討会を行った（図 4）。第 1 回
フィールドワークで各自ピックアップした食品
や、持ち帰れなかったレストラン料理や生もの
等の写真を持ち寄り、試食・ディスカッション
を行った。主に手島氏がファシリテーターをつ
とめ、試食の感想、食品の認知イメージ、魅力
ある点、残念な点、魅力化可能性などについて
意見交換した。そして、魅力化の可能性が大き
かったものを抽出し、第 2, 3 回フィールドワー
クの取材対象に決定した。
③　第 2, 3 回フィールドワーク（合同）
　平成27年11月23日（月・祝）と12月6日（日）
午前に、第 2, 3 回フィールドワークをメンバー
合同で行った。A 班、B 班に分かれて表 3 の
取材先を訪問した（図 5）。歴史・ストーリー、
商品概要、売れ筋メニューや商品、新メニュー
開発や商品開発の方法、年間来店者数とその内
訳（男女別、県内・県外など地域、外国人など
国籍）、魅力・良さ、認知度イメージ、ネーミ
ング・キャッチコピー等の印象、ビジュアル・
パッケージ等の印象、などを取材し、取材メモ
にまとめた。
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表３.　第２, ３回フィールドワーク取材先

日　程 取材班 取材先 地　区

11 月 23 日（月・祝）

A

いきかえりの宿瀧波　　　　（郷土料理） 南陽市

ひまわりラーメン　　　　　（紅大豆みそ） 川西町

紅大豆生産者　　　　　　　（紅大豆） 川西町

割烹鴨川　　　　　　　　　（うきたむ御膳） 川西町

いの食品　　　　　　　　　（玉こんにゃく） 米沢市

B

道の駅たかはた　　　　　　（伝統野菜、土産） 高畠町

小野川温泉豆もやし業組合　（豆もやし） 米沢市

上杉伯爵亭　　　　　　　　（献膳料理） 米沢市

矢の目だんご店　　　　　　（みそもち） 米沢市

おたまや　　　　　　　　　（うこぎ、みそ） 米沢市

12 月 6 日（日） A ロハス　　　　　　　　　　（洋食・米沢牛） 米沢市

 

図 5.　第 2 回フィールドワークの様子（Ｂ班）

④　ワークショップ
　平成27年12月 6 日（日）午後、米沢栄養大学実習食堂にてワークショップを行った（図
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図 6.　ワークショップの様子

（４）ＳＮＳ情報発信
　フィールドワークやワークショップなど OLFC の活動状況について、山形おきたま観光
協議会 Facebook（URL：https://ja-jp.facebook.com/okitama.jp/）にて随時情報発信した（平
成 28 年度も継続中である）。

（５）成果発表会準備
　平成27年12月 7 日（月）～平成28年 2 月22日（月）の期間中、成果発表会にむけて、プ

6）。主に松村氏がファシリテーターをつとめ、各班が取材メモに基づいて取材先の長所・
魅力、短所・改善点をまとめて発表し、集約した。集約した意見をもとに、食について学
ぶ栄養大生としての視点を切り口として、観光客の目線に立った置賜ならではの商品の魅
力化（ネーミング・キャッチコピー、ビジュアル・パッケージ、他の地域産品との組み合
わせ、新たな販売チャネル・広告方法、新たなストーリー性の付加・話題創出法など）に
ついてディスカッションした。そして、今後の商品開発に向けての素材を各班 1 ～ 2 点選
び、その素材を使った具体的な展開とプロジェクト名を自由に考えた。最終的に、山形の
玉こんにゃくの新しい魅力化を展開する「にゅ～こんプロジェクト」、みそもち、みそ、
小野川豆もやしなど様々な置賜の豆素材の新しい魅力化を展開する「おきたまーめいどプ
ロジェクト」、川西町の紅大豆の新しい魅力化を展開する「紅姫プロジェクト」の 3 プロジェ
クトを実施することになった。
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図 7.　試食レシピ試作の様子

（６）成果発表会
　平成28年 2 月 23 日（月）、米沢栄養大学実習食堂にて、魅力化を提案する成果発表会を
行った（図 8）。フィールドワークで訪問した食品製造・販売事業者の他、メディア関係者、
旅行会社関係者ら約20名が、県内外から参加した。学生によるプレゼンテーションと試食
提案（図 9 ～ 11）、手島氏による地域への提言、参加者を交えてのディスカッションを行い、
参加者からアンケートを回収した。

図 8.　成果発表会の新聞記事（平成 28 年 2 月 24 日（水）山形新聞）

ロジェクトごとにプレゼンテーション資料と試食レシピの作成を行った。平成28年 1 月18
日（月）には、米沢栄養大学D305教室にて成果発表会にむけての打合せを行い、キャッ
チコピーをつけるなど効果的な資料づくりについての助言があった。また、試食レシピ作
成においては、レシピ考案後に試作を重ね、レシピを完成させた（図 7）。
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図 9.「にゅ～こんプロジェクト」プレゼンテーション 
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図 10.「おきたまーめいどプロジェクト」プレゼンテーション
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図 11.「紅姫プロジェクト」プレゼンテーション 



− 63 −

　参加者からは、「どのプロジェクトも、新鮮なアイデアでおもしろく、おいしかった。
ぜひ改良を重ねて商品化してほしい。」、「昔からあるものほど固定概念が強く、こんにゃ
くは醤油で味をつけるもの、みそもちはそのまま食べるものと思い込んでいた。今回の提
案は地元メーカーとして参考になった。この機会に色々と考えていきたい。」、「県外者な
ので、みそもちや紅大豆はそもそも知らなかった。とてもポテンシャルのある素材だと思っ
た。」、「今後も地域を巻き込んで、地元のメーカーや飲食店などと連携して協議しながら、
新しい切り口でどんどん活動してほしい。」、「何度でもどこへでも足を運びたくなるよう
な“置賜グルメ”の開発を楽しみにしている。」などの好評価をいただいた。また、「ター
ゲット像（居住地、趣味、職業など）をより明確にした方がよい」、「味付けにもっとメリ
ハリがあってもよい」など、今後に向けての有益なアドバイスもいただいた。

（７）ラジオ出演
　平成28年 2 月29日（月）、ＹＢＣラジオ「ゲツキンラジオぱ
んぱかぱ～ん」にメンバー学生が出演した。米沢栄養大学実
習食堂にて収録を行った。OLFC の名称由来、OLFC への参
加理由、活動を通して学んだこと、今後の展開などについて、
取材を受けた（図12）。

５．まとめと今後の展望
　本事業は、20～50代の女性グループをターゲットに、置賜地区の食を通した観光振興推
進を目的として実施した。食に関わりの深い本学学生有志による置賜地区食文化の取材
チーム「置賜ローカルフーズ・コンシェルジュ（OLFC）」を結成し、地域の生産地、食品
加工企業、飲食店等を訪ねてフィールドワークを行った。若者らしい感性による新しい地
域の食コンテンツの魅力アップ案をまとめ、平成28年度以降の商品開発にむけて、メディ
アや食品製造・販売事業者誘致による成果発表会で提案した。提案した内容はおおむね好
評であり、参加者から有益なアドバイスをいただくこともできた。

　また、本事業では、活動メンバーに食文化
発信や広告業界で活躍中のプロを迎え、多数
の有益なアドバイスを受けることができた。
地域の方々と交流することもできた。事業を
通じて、学生共々新鮮な刺激を受け、大変有
意義な活動であった。
　平成28年度現在も事業は継続中である（図
13）。今後も地域内外の様々な人々と連携し
ながら、置賜地区の食を通じた観光振興に寄
与すべく、事業推進に協力していきたい。

図 13．山形花回廊 2016 キャンペーンガイドブック p. 10

図 12. ラジオ取材風景


